１年単位の変形労働時間制に関する協定書
　○○株式会社（以下、「会社」という。）と○○株式会社従業員組合（以下、「組合」という。）とは、労働基準法第32条の４の規定に基づき、１年単位の変形労働時間制に関し、下記のように協定する。
（変形労働時間制）
第１条　平成○年４月１日から平成○年３月31日までの１年間における勤務時間については、本協定の定めるところにより１年単位の変形労働時間制によるものとし、労働時間は１年を平均して週40時間を超えないものとする。
２　前項の変形期間の起算日は、４月１日とする。
（適用範囲等）
第２条　本協定に定める１年単位の変形労働時間制は、起算日において満18歳以上の全従業員に適用する。ただし、妊産婦から請求のあった場合にはその者にはこれを適用しない。
２　変形労働時間制を実施するに当たり、会社は、育児を行う者、家族等の介護を行う者、職業訓練又は教育を受ける者その他特別の配慮を要する者について、これらの者が育児等に必要な時間を確保できるように配慮する。
（勤務時間）
第３条　１日の所定労働時間、始業終業の時刻、休憩時間は次のとおりとする。
(１)　７月、12月、３月
　所定労働時間：８時間30分／日（始業時刻　午前８時30分　終業の時刻　午後６時00分、休憩時間　正午から午後１時）
(２)　(１)以外の期間
　所定労働時間：７時間30分／日（始業時刻　午前９時00分　終業の時刻　午後５時30分、休憩時間　正午から午後１時）
（休　日）
第４条　休日は、別紙カレンダーのとおりとする。
（特定期間）
第５条　特定期間は次のとおりとする。
(１)　７月11日～７月24日
(２)　12月５日～12月18日
(３)　３月12日～３月25日
（協議事項）
第６条　本協定に定めがない事項及び本協定に疑義が生じたときは、会社と組合で協議して決める。
（有効期間）
第７条　本協定の有効期間は、平成○年４月１日から平成○年３月31日までの１年間とする。
　　平成○○年○○月○○日
○○株式会社
代表取締役社長　○○○○
○○株式会社従業員組合
執行委員長　○○○○
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